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号 11 軟 ; 項 i 日 i 金額 ) 款 i 項 1 tl 金 額 j

1 i ii;??if l叩 5.0∞ !予備品 1車両予吋蔵品川 [ l 卿 !甲町何吋 1 側 ~ <!ÞJ âH!Ii収券
I =f.mf.H.lk , Ml)1 ~W ii;:" ft i 新幹線運転 A (l{)() J m :f6H*;æ:,H. 1 ~a;:"f>> "，- I - a& m ，~. ! ,f_ ()fII� ~ 増備しもし く ! 子備品 'h 1.側 ! 運転経費 | 区整備費 ! 材 料 1 4 . 剛 ! 甲種貯蔵品 1 運転経費へ卜 般用 11I'1 ! 4, C ∞ ! 

は補充する場合 ____11___ "'" """'~_ I __ ___ i_. __ i _. 払 し一一一一一 I1
車両予備品を減 1 _ .__ __.J 1. ....1_._... '1 
2 1 額 して ， 乙種貯 1 予備品 L鵬 1 乙種貯蔵「 1 本年度発生 1 車両予備ル 1 ∞o 'y. 備 品 I Jf附備'"貯蔵品へ払 i L側 | 発生品受人
鉱に編入する | 乙貯 川j I i 受 i から受 i -il l i z い}日 I KT lA'i: líil""'- -fL.\ 1 l , WU :1 

3 1 慨輪五 [ 子備品 l 叫運転経費 i EE提言転 [ 予備品材料 1 脚 ( 干 備品 i 車両予備I巾経費へ払 1 1 側 j 発生品受入
貯蔵品に編入し | 丙 貯 4∞ 1 丙積貯蔵品 | 副生品受 ; 新幹線運転 4∞ 『 運転収λ i 運転雑収入 | 副生品収入 4∞ 1I 票
た場合 1" '" ..-i " "~' '' '~'' I -' ~ ". ~ ， -"" '''-'-1 .--'1- ,- .~， , -'- .. _.... '1 --. _..- , -- ---1 

i1FTj毎日ftIH--2トト 1 ib-U! ?士宮 1 .ぞい 一
一51型~~L1 =r'!îlí士三出竺竺竺土引 ← i二'叩JL!?-!?竺!と竺ー 1 Jd竺竺
がJ旨定した資材を但当する助役1 と . L区及び工場1 とあるのは. は比較的多くの人手を必要とすると二ろから ， 合理的な機械設

L経理資材所7 と読み替え る。 備 と して開発されたものが車輪移動装置である。

11 仕 訳 Eド輪移動装!詮の方式には， ロープ式 と 自走式の 2 種類が代表

関係仕訳例は別表の とお り で， それぞれの仕訳発生の原凶に

より次のように分けられる。

(1) 車両予備品を貯蔵品から新たに設定 L . ま たは地備 し，

もしくは補充する場合

(2) 車両予備品を減領して ， 乙種貯蔵品に編入する場合

(3) 修繕不能にな った車両予備品を貯蔵品に編入 した場合

同 車両予備品を保転した場合

(5) 車両予備品を亡失した場合

以上，車両予備品の概要について述べたが， この設定につい

ては， 高速を誇る新幹線車問について ， その運用効率の向上，

検収作業の平準化等経営の合理化に資するとともに， 大きな経

済効果が期待されている。 (片山芳徳)

し ゃ りんいどうそうち 車総移動装置 車両が修繕工場

に入場すると，この車に使用されている車輸は，洗浄，探傷，

検査，? イヤ取替え，輪軸プレλ，タイ ヤ削正，軸削正など幾つ

かの工程によ って検修される 。 そのため， 車輸はなん らかの方

法によって ， 工程闘を搬送しなければならないが， 車輸の移動
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特性としてレーノレ上を こ ろが る こと は谷易であり ながら ， 方向

転換や，横移動は困難である。したがって， す ぐ横に位置 した加

工機械に移すに も. {1 レー γ搬送を必要とするなど，この作業

的なもの である。 ロー プ式は搬送台車の前後にロ ー プを以り付

け ， それぞれの一端を巻き取り ド ラ ム に結ばれて し 、 る。 ドラム

は I'.!] 恥;tjj セ ータと逆転装置の直結ー したもので， この運転方向に

つれてロ ープが巻かれ. -'Jjのロープはゆるめられて，澱送台

車 の lìíjjffi後進が行なわれる。

J'] ノL式には， 搬送台車に活導モー タを直結したもの と ， リニ

アモータ駆動によるものとがあるp 自íj者の機構は， 普通の電動

台"l [ と変わりないが， 後者は絞近導入開発された駆動方法で起

動性 とプレーキ効果のよい と二ろから応用されている。

また自主l式の;1制御は，全自動による位置決め停止ーか ら起動ま

でを l サ イク ノレと し て迎転されるものと，遠隔操作による半自

動Jの もの と 力、ある。 (白石岱治)

し 々 りんけんさくばん 車輸研肖IJ 盤 (英)阻r wheel 

grinding machine 車輪踏凶の形状を，と(砥)石によって修正加

工する機械で . I ，'J じ問途の機械に 11 * 車輪転削盤がある。

11'輸研円 11盤 11，新幹線 ïlq，出l の車輪!刊の機械として ， 1964 年，

大阪運転JJí に設位されたのが第 1 号機で，在姿形であるので，

在盗車検研削重量 と 呼ばれる 。

車両の過!転ili肢が向上するに従L 、，車輸は保安上ますます重
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